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パリのリスケーリングとメガイベント
ーグローバル化・脱工業化をめぐる都市計画とその課題一
荒又美陽
要旨 2024年の夏季オリンピックが開催されることとなったバリでは都市計画をめ
ぐる行政のあり方に大きな変化が起きている。それは行政域，特に都市と郊外という区
分を越える決定を行うことが目的であり．周辺部を含むパリ大都市園にはしばしば「グ
ラン・パリ」という表現が用いられている。 2007年に当時のサルコジ大統領がはじめ
て用いたものだが． 2016年1月に「グラン・パリ大都市圏」が発足するまでには，そ
の在り方について政治的な調整が繰り返されてきた。パリ大都市圏に一体性を作り出す
意味は，パリがここ 30年の間に応募してきたメガイベント開催予定地からも読み取れ
る。成長産業が集まる地域に投資を促すとともに，貧しい以前の工業地帯では再開発を
行っていくことである。グラン・パリについて．右派と左派が「歴史的合意」をみたの
は郊外環状鉄道の建設であった。それ以外については．大きくとらえるなら，常に右派
政権がトップダウンでグローバル化に対応する都市計画を行おうとしたのに対し，左派
政権はボトムアップで均等発展を目指してきた。しかし，左派政権がパリ北郊のプレー
ヌ・サン・ドニ地区でFIFAワールドカップのメインスタジアムを誘致し，グローバ
ル企業を導引したことや，オランド政権がグラン・パリ構想を前任者から引き継ぎ，新
しく行政域を超えた政治体制を創りだしたことをみるなら，フランスの伝統的右派と左
派の目指す方向性は現在はそれほど異なっていない。現パリ市長のイダルゴも大都市
化は世界の趨勢であるとしている。そうみるなら， FIFAワールドカップの時と同様，
2024年のオリンピック会場になるパリの北郊で開発利益が地元の住民に還元される可
能性は低いとみるべきだろう。各種の建築イベントやオリンピックを通じ，フランスは
今，グラン・パリという新しい領域の価値づけを行っているがそれによって隠蔽され
る変化を見逃さないことが求められていると言える。
キーワード：フランス， グラン・パリ，オリンピック，郊外， リスケーリング
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はじめに
2017年9月，国際オリンピック委員会 (IOC)の総会において， 2020年の東京に続く 2024
年の夏季オリンピック大会開催地としてパリが選出された。まだ 10年以上先の 2028年ロサン
ゼルス大会についても併せて決定され， このメガイベント (I)の開催にかかる費用の高騰が開催
都市を限定してしまっていることが話題となった。しかしここで探究したいのは，オリンピッ
ク自体のあり方ではない。この極めて高額なイベントの招致が，それぞれの都市一ここではパ
リーで何を意味しているのかである。
近代オリンピックの創始者とされるピエール・ド・クーベルタンはフランス人であり，フラ
ンスは初期からオリンピックの開催に携わってきた。 1900年の第二回大会をパリで開催する
とともに， 1924年のパリでの第8回大会では最初の選手村を建設している。また現在は第一
回冬季大会とされているシャモニーでの「国際冬季スポーツ週間」も 1924年に夏季大会の関
連イベントとして開催した。 2024年はこの 1924年大会からちょうど 100年であり，パリがそ
の記念となる年のオリンピック開催に執着していたことは事実である。
しかし．パリはオリンピックに 100年ぶりに応募したわけではない。 1992年， 2008年．
2012年大会にも立候補し．敗れてきた事実がある。 2024年オリンピックは，結果として 100
年記念となったのである。歴史的には．パリはオリンピックよりも国際博覧会（以下，慣例に
より「万博」とする）の開催に熱心であり，昨年 11月に大阪での開催が決定された 2025年の
万博にも応募していた。万博については，パリは第二次大戦前までに大きなものだけでも
1855年， 1867年， 1878年， 1889年， 1900年， 1937年の 6回実施した歴史があり， w．ベンヤ
ミンが「19世紀の首都」(2)として示したように近代の都市形成過程に強い影響を及ぼすイベン
トとなった。 1989年にも，結局は返上したものの，革命100年を記念した万博を開催予定であっ
た (Missiond'Etudes et de Prefiguration pour !'Exposition Universelle de 1989, 1985)。しか
しフランスは， 2025年万博への立候補については 2018年1月に取り下げた。
2024年に夏季オリンピック． 2025年に万博を同じ都市で開催するというのはいかにも壮大
な計画であり，当初から疑義も呈されていた。しかし，立候補時のオランド前大統領も，マク
ロン現大統領も．両方開催可能であるという立場を示し続けた。市民の支持は万博の方が高い
という調査もあったが（3)' 実際には政府は両方に応募して，オリンピックか万博， どちらか一
方を確実にとりたいと考えていたのではないか（4)。その意味でパリの立候補について，両イ
ベントとの歴史的関係や象徴的な意味を強調するのは実態にそぐわない。そこにあるのは，こ
れらのメガイベントを利用した都市開発とイメージ戦略への強い意思である。
二つのメガイベントに応募するにあたって，「グラン・パリ GrandParis」という表現がし
ばしば用いられていた。パリ市が招致活動の中心であったとはいえ，オリンピックの主な開催
72 
パリのリスケーリングとメガイベント
地はパリの北郊であり．万博の候補地は南郊であった。このグラン・パリという表現や領域が
何を意味しているのかを検討することが．メガイベント招致とそれに関連する都市戦略の意味
を考察するために重要と思われる。
グラン・パリは． まずはパリ市とその周辺部を指している。フランスの行政単位には．市町
村にあたるコミューン．県にあたるデパルトマン（以下「県」）． より広範囲の州（地域圏． レ
ジオン）があるc パリについてはコミューンでありかつ県でもあるという特殊な制度が運用
されてきた3 州はイル・ド・フランスである。それに対しグラン・パリは．パリとイル・ド・
フランスの中間ぐらいの領域に新たな一体性を持たせようとする試みである。その範囲をどう
設定するのかは． 2000年代はじめからの検討の中で揺れ動いてきた。それが2016年 1月．パ
リとパリを取り巻く三つの県に 7つの隣接コミューンを足した全部で 131のコミューンが「グ
ラン・パリ大都市圏 Metropoledu Grand Paris」を発足させることで一定の結論をみた（第 1
図）。一体としての決定をなしうる議会組織も設箇され， グラン・パリは行政単位としての意
味を持ち始めている (5)0
このような都市の動きをどう捉えるべきだろうか。既に複数の研究者が．世界的な動向とし
てこのような政策を読む方法を提示している。スコットらは．「グローバリゼーションのもた
らす脅威や機会に対応する手段」として．都市と周辺地域が統合する動きがあると指摘してい
る（スコットほか． 2004. p.6)。ハイテク産業など．不確実性が高く．柔軟性が求められる産
業は．費用の減少のために緊密なネットワークを必要としている。それに地域が対処しようと
形成されたのが「グローバル都市地域」であり．そこではグローバル経済において力が弱まっ
ている中央政府からは比較的自律的な組織としての都市が想定されている。他方．ブレナー
(20ll) は． 1980年代前半以降国家は均衡ある国家空間の発展を放棄し，主要な都市・都市
胴を資本蓄積の超国家的な循環の中に位置づけようとしてきたと指摘している。それは都市の
再編がむしろ国家による空間の「リスケーリング」だということを意味しており．サルコジ元
大統領によるパリの再編もまさにその例として示されている (6)0
いずれの論もグローバル化の進展とのかかわりにおいて都市の変革が起きており．新たなス
ケールが求められているとしている。異なるのは．国家の関与の強弱である。中央集権国家で
あるフランスの首都パリでは．都市計画において国家による介入を排除することは現在でもあ
りえず．その意味ではグラン・パリは後者のブレナーの言う国家のリスケーリングの一例と見
ることができそうである。しかし．パリの経済的・社会的な力の大きさは．都市が国家から相対
的に自立した形で政治的な決定を行うことも可能にしてきた。実際のところ．グラン・パリ大
都市圏は．国家と地方行政の相克の中で．双方の思惑を取り入れつつ成立した領域なのである。
グラン・パリについての日本での研究は． 2010年に成立したグラン・パリ法の速報的な紹
介（林2010, 萩原2010) とそこで重視された政策を分析するもの（森井20ll. 岡井2011,
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第 1図 イル・ド・フランスとグラン・バリ大都市圏
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赤星ほか2011)のほか，近年の展開に関するものとして制度の変遷を追った鳥海 (2013) と
法学の立場からこの制度の内実を分析した西村 (2017)がある。フランスでは，グラン・パリ
に関する著作は膨大にあるものの，具休的な設立作業に関わった専門家による解説や状況説明
が多く（例えば，サルコジ政権でこの政策の具体化に携わったブランによるもの (Blanc(2010)) 
など），学術的な分析はこれから進むものと思われる。そのなかで，社会科学的な視点からこ
の領域設定を検討したものに比較政治学の Enrightによる英語の著作 (2016)がある。これ
はグラン・パリの 20年近くにわたる政治過程を多方面から検討しており現時点において最
も総合的な研究書と言える。
本稿は既存研究に依拠しつつ，グラン・パリという表現とその内実が一貰したものではなかっ
たことを示し，結果として成立したこの領域が意味することについて考察していく。
1. パリの領域と近代
まずはパリという都市の領域が歴史的にどのように変化してきたのかを押さえておきたい。
城塞都市であった中世において．パリは城壁を同心円状に広げる形で拡大した。ただし．行政
域のパリが常に城壁と一致していたわけではなく． 19世紀前半に建設されたティエールの城
壁の内側がパリとなったのは 1860年のことである。それはオスマンの都市改造と呼ばれる一
連の都市計画事業と合わせて実施された。
オスマンの都市改造とは．フランス第二帝政期に行われたパリの都市計画事業である。密集
した区画の取り壊しと広幅員の道路の建設上下水道の設置．緑地の整備などを伴っており．
近代都市計画の嘴矢ともされている。オスマンとは．パリ市を管轄する県の知事であった人物
の名前でありまさにこの都市計画のためにその職に就いていたと言っても過言ではない。フ
ランス革命以降 1976年まで，パリの政治的・経済的・社会的な力の大きさを懸念する中央政
府によって，パリには市長職は置かれていなかった。オスマンは選挙によってではなく中央政
府によって業績を買われ (Pinon,2002, p.32)，パリ市より広い領域を統括するセーヌ県の知事
に任命された。パリの都市改造は．皇帝ナポレオン三世の意思によるという意味だけでなく，
行政機構から見ても国家事業であった。
1859年までのパリと 1860年を比較すると，周辺コミューンの行政域は全く考慮されず．都
市の中心部から均等な距離をもって領域が広げられたことが見て取れる。周辺のコミューンは
パリ市への編入をおおむね歓迎していたが (Montel.2012)．パリ中心の思想で行政界が定め
られたことは明らかである。
この後 20世紀初頭にティエールの城壁の跡地であるゾーヌと呼ばれた一帯が編入された
ことを除けばパリの市域は現在まで変化していない。他の工業国と同様． 20世紀の工業化
時代において，パリは局辺自治体を含む大きな都市圏の中心都市として捉えられるようになっ
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たからである。郊外開発を含む，このような地域計画 (regionalplanning)は戦間期にはじま
るが，パリにおいて最初に採択されたプロスト・プラン (1934)は第二次大戦によって実施
されることはなかった。
戦後の復興期が過ぎ，次に地域計画が立てられたのは 1965年である。高度成長に合わせ，
パリのノ ート ルダム寺院を中心に 50キロ圏内に 5つのニュータウンを含む計画で，その範囲
は現在のイル・ド・フランス州にほぼ相当する（7)。行政区画としては，パリ市はこの時にセー
ヌ県から切り離された。その後，パリ，セーヌ ・サン・ドニ，ヴァル・ド ・マルヌ，オ ・ード・
セー ヌ， ヴァル・ドワーズ，イヴリ ーヌ，エッソンヌ，セーヌ・エ・ マルヌの 8つの県がイル・
ド・フランス州となったのは 1976年のことである。
高度成長の中で，大都市の近郊は「優先市街化区域zonea urbaniser en priorite, ZUP」に
指定され，大きな開発が行われた。郊外では社会住宅を含む大団地が建設されたが，高層アパー
トや横に長い巨大な集合住宅は人気があったとは言えない。他方，英米圏のような戸建ての郊
外住宅もフランスではそれほど広がりを見せなかった。1970年代後半以降都市の中心部か
ら遠く，交通の便が良くないところから，郊外の住宅は次第に貧困化した。特に，戦後復興期
から高度成長期に労働者として移動し，家族を呼び寄せた移民たち， とりわけ北アフリカやサ
ハラ以南のアフ リカからの移民が，失業や低い収入の中でそこに取り残されていった。2005
年のいわゆる「郊外暴動」， 2015年 1月のシャルリ・エブド事件，同 1月の同時襲撃事件が，
そのような貧しい郊外で生まれ育った若者によって引き起こされたことは記憶に新しい。
一方 1977年より，パリ市は公選の議会の中で選ばれる市長によって政治運営がなされる
ことになった。最初の市長であったジャック・シラクは， 自身が大統領となる 1995年までこ
の職に就いた。1977年以降のパリ市長とフランス大統領の任期を整理すると，第 1表のよう
になる。シラクにとって，社会党のミッテラン元大統領は長く政敵であった。都市計画におい
ても， 1980年代にルーヴルのピラミッドやデファンス地区のグランド ・アルシュが建設され
た「グラン・プロジェ(8)」が大統領のイニシアチブに拠っていたのに対し，シラクはパレ・ド・
オムニスポールと呼ばれる体育館やフォーラム・デアルという商業施設の建設で対抗した。
第1表 1977年以降のバリ市長の任期と同時期のフランス大統領
任期 1974-1981 1981-1995 1995-2007 2007。2012 2012-2017 2017-
大統領 ジスカール ミッテラン シラク サルコジ オランド マクロン
＝デスタン
任期 1977-1995 199s-2001 I 2001-2014 I 2014-
市長 シラク テイベリ I ドラノエ Iイダルゴ
※網掛けなしは右派，薄い網掛けは中道， 濃い網掛けは左派の政治家。
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その後シラクの後継者であったジャン・テイベリが一期市長を務めたが， 21泄紀に入っ
てからは左派のベルトラン・ドラノエが市長となり，現在はドラノエの助役であったアンヌ・
イダルゴがその職にある。国政との関係でみると， ドラノエは右派のシラク，サルコジ，そし
て左派のオランドが大統領であった時代に市長であった。グラン・パリという構想が持ち上がっ
たのはまさにこの時期であるc
フランス全体でみると， 1970年代から不景気と脱工業化が重なり． 1980年代以降の都市計
画は拡大よりは再編が中心となっていく。中央集権国家の首都としてのパリも， 1980年代の
地方分権 1990年代の Eじ統合という大きな枠組みの変化と合わせて，都市のあり方につい
ての再考に迫られていた。次章ではその展開をメガイベント会場予定地と合わせてみていきた
vヽ。
2. メガイベントと郊外
既に述べたように，パリはこの数十年の間に 1992年， 2008年， 2012年，そして 2024年の
オリンピック， さらに 1989年， 2025年の万博の招致活動を行った。その会場計画をみると，
1989年万博， 1992年オリンピックに向けた開発は，パリ市内を中心としている。パリの周辺
部や東部といった労働者層の多い地区が主な開発の対象となっていた。万博については， シト
ロエン自動車工場跡地も主会場の一つであり，既に脱工業化時代を象徴していたと言える。
二つのメガイベントは，万博については中止，オリンピックについてはバルセロナに敗退(9)
という形で実施されなかった。パリ東部と周辺部の再開発は，ミッテラン大統領によるグラン・
プロジェを通じて進められることとなった。シトロエン工場跡地は，現在はアンドレ・シトロ
エン公園となっている。
2008年と 2012年のオリンピックについては，プレーヌ・サン・ドニと呼ばれるパリの北側
に隣接した郊外が主会場となっていた（第2図）。既にみたように， 1970年代後半から，フラ
ンスでは大都市郊外の貧困化が問題視され始めていた。 1977年から，それらの地区への集中
的な対策が実施されていく。時には，郊外団地が巨大であることが社会的紐帯を困難にしてい
るとする環境決定論的な議論も起こり，実際に取り壊して中規模の住宅に建て替える事業も行
われた（早川 1990)。
80年代のミッテランのグラン・プロジェでも，パリ郊外のプロジェクトが一つあった。バ
ンリュー (banlieue「郊外」の意） 89と呼ばれたそのプロジェクトでも都市計画が練られたが，
それは郊外においてそれほど大きな転機とはならなかった。転機となったのは， 1998年の
FIFAワールドカップである。
サン・ドニ，オーベルヴィリエ，サン・トゥアンの三つのコミューンにまたがったプレーヌ・
サン・ドニは，パリ大都市圏最大の工業地帯であったために，オイルショック以降の不景気と
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第2図 2008年オリンピック開催予定地
（出典：図録ParisOlympiques: Douze projets d'architecture et d'urbanisme pour !es Jeux de 2008, Editions 
du Moniteur, Paris. p.45) 
脱工業化の影響をもろに受けた。1985年から 3コミューンとそれらが位置するセーヌ・サン・
ドニ県が連携して地区整備の方針を策定するなかで， FIFAワールドカップのメインスタジア
ムであるスタッド ・ド・フランスの誘致に成功する。70年代後半から 80年代を通じて， 工場
跡地が広大な遊休地となっていたことがスタジアム誘致と周囲の大規模開発につながった（手
塚1998)。共産党の市長が誘致したことや，多文化で構成されたフランスチームがワールドカッ
プで1憂勝したことに注目が集まり，
Gendrot, 2000) 
当初は都市再生の成功例として捉えられていた (Body-
しかし． 地域開発は地元の失業率の低下にはつながらなかった。約800ヘクタールに 1700
企業が立地し， 首都圏第三のビジネス街ともされるプレーヌ・サン・ドニ地区の住民が1万
8000人であるのに対し， 地元で雇用されているのは住民を広くとらえてもわずか 2500人．
?
かも大半が立地企業にサービスを提供する下請け・派造業， あるいは建設業の不安定雇用であ
るという
備や （・）
（森2016,p.118)。つまりそれは「社会的開発よりも，
企業誘致を目指す経済的開発」（川口2017) を行い，
荒廃した街区の物的環境の整
豊かな層を地区に導引すると
いう流れでしかなかったのである。
＊ ＊ (2016) は当時の行政担当者から， スタジアムの建設の折に協力していたのは地元企業で
あったが 次第にアルセロール， サムスンなどのグロー バル企業が立地するようになり，
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社会への関心が希薄になっていったのだという発言を引き出している(pp.119-120)。とはいえ，
それは FIFAワールドカップというメガイベントを招致して世界から投資を呼び込もうとし
た段階で予測できたはずのことでもあった。
2024年のオリンピックは，この時に建設されたスタジアムを軸に，プレーヌ・サン・ドニ
よりも北側の一帯が予定地である。同様の手法で開発がなされるなら，地域住民に恩恵をもた
らすものにはならない可能性が高い。
対して．2025年万博の主会場はパリ中心部から 20km南西のサクレーであったc サクレーは．
1950年代から原子力に関する研究所が開設され，それに伴って研究機関や研究所，ハイテク
産業が進出し．フランス国内の研究開発機能の約 1割が集積しているとの見方もある（赤星ほ
か2011, 岡部2017)。「フランス版シリコンバレー」と位置づけられ（Orfeuilet Wiel 2012: 
59)，大学などの高等教育機関も多くここにある。プレーヌ・サン・ドニとは異なり，万博に
よるここへの投資は． 2004年に始まる「競争力の極」政策（岡部2017参照），国際競争力が
あるとみられる地域を国や行政が協力して財政的に支援するという施策に関わるものと見るこ
とができるだろう。次章で見るように．グラン・パリ法においてもサクレーは特別の地位を与
えられてきたc
以上から読み取れるのは， 1990年代以降．脱工業化とグローバル化のなかで，パリとその
周辺部には明らかな再絹の動きがあるということである。経済を牽引する産業に集中的な投資
をするとともに，製造業が撤退した地域には新たな産業を呼び込もうとしている。メガイベン
トの開催予定地は．その意図を如実に表している。しかしそれは必ずしも住民の利益につな
がるものではない。むしろ．新たな開発はそれまでの住民を不安定な労働と住環境に追いやっ
てもきた。ではそこに，グラン・パリ政策はどのように接続するのだろうか。
3. グラン・パリ法の成立
グラン・パリ構想は， 2007年6月，大統領に就任して間もないニコラ・サルコジの演説に
始まる (l0)。その目指すべき姿について 10人の世界的な建築家や都市計画家から意見を集め，
シャイヨ一宮の建築歴史博物館で展示が行われた（］］）。サルコジがGrandという語に込めた意
味を Enrightは四つにまとめている。①都市一郊外関係の再編，②グローバル都市のモデル，
③グラン・プロジェの典型．④進歩や改善の比喩である (Enright2016.7-17)。
①は 20世紀の後半に広がった郊外が貧困化したことへの対応である。 2005年1月にパリ
郊外から始まった一連の暴動の記憶も新しく，パリー郊外という区分をなくしていくことが必
要だとされたのである。②はパリが世界的な影響力を持つ都市ではなくなっているという危機
感をもとにしている。イル・ド・フランスは EUのなかで最も豊かな地域であり，それを成長
産業の保護によって維持する必要性が表現されたという。③は，第五共和制の大統領として巨
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大プロジェクトを運営し，それをもとに都市の再編をはかっていくというものである。 10人
の建築家たちの提案とその展示は，まさに大統領が率いているということを視覚化したものと
言えるだろう。④は，フランスの文化や経済の力や影響力が衰退しているという雰囲気を一新
し，再生を表現するというものである。いずれもそれをパリが率いていくというイメージが重
視されている。
パリ市の周辺コミューンは， 19世紀から共産党の支持基盤であり，労働者の抵抗拠点とも
なっていたため，パリを取り巻く「赤いベルト」とも呼ばれてきた。 1965年のセーヌ県から
のパリ市の切り離しは，周辺コミューンのパリに対する政治的影響力の排除でもあった
(Savitch 1988)。それはまた，豊かなパリから切り離された郊外部の財政的な困難にもつながっ
た（西村2017)。他方でパリ市も安泰ではなく， 1970年から 2000年までの間に．市内から 30
万の仕事が失われたのに対し，パリを取り巻く 3県には 10万，州外周の 4県には 70万の仕事
が増えた。州全体を見渡すと，成長産業は入つてきていたからである。しかし，その地理的な
統制がとれていないという認識があり，大都市圏としてのまとまりを作り出すことは喫緊の課
題と見られていた (Enright2016,pp.43-44)。
責任者となったクリスティアン・ブランが練り上げたグラン・パリ計画は，集中的な投資を
行う地域を定め，それらとパリの中心部，ビジネス街のデファンス地区，またシャルル・ドゴー
ル，オルリー．ブールジェといった国際空港と「大きな 8(le Grand Huit）」の字を描くよう
に鉄道で結びつけるというものであった (Blanc2010)。そこでは， 2章でみたプレーヌ・サン・
ドニは「創造の地」として， 2005年の暴動の発端となったクリシー・ス・ボワがある一帯は「新
しい都市性を描き直す」地として，またサクレー台地は「経済推進力」の地として位置付けら
れているc
他方，左派が多数を占めているイル・ド・フランスは，パリを中心とするそのようなプロジェ
クトのあり方に反発した。州が求めていたのは域内の均等発展であり，「極」への集中投資で
はなかったからである。 2010年3月の選挙で再び社会党が州議会の与党となった時，サルコ
ジ政権が）+Iに調整を申し入れた（岡井2011)。その結果を受けて成立したのが， 2010年6月3
日のグラン・パリ法である。全部で36条からなり，第 1条を除いて 6編にまとめられている。
第1条には「グラン・パリは，パリとパリ地方の中心部をはじめとして，イル・ド・フランス
州の大きな戦略的拠点を統合するという国家的な関心に基づく都市社会経済的なプロジェクト
であり．首都圏の持続可能で，連帯的で．雇用の創造をもつ経済発展を促進する」と規定され
ている。左右双方の思惑が前半と後半に見え隠れしつつ．パリを中心としたイル・ド・フラン
ス全体を対象として再編を行っていこうとしていることが読み取れる。
6編には以下のタイトルが付けられている。
第1編 グラン・パリの公共交通網の形成および施行手段
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第2編 公設法人「グラン・パリ公社」
第3編 グラン・パリの公共交通網の建設および運営
第4絹 地域開発および空間整備プロジェクト
第5絹 住宅関連の規定
第6編 サクレー台地における科学技術拠点創設に関連する規定
第2章で確認したサクレー台地は名指しで扱われており．この地の重要性が強調されている
ことを見て取れる。赤星ほか (2011) は． この法律は二つのプロジェクト．鉄道網の整備とサ
クレーにおける科学技術拠点の創設に整理できるとし．それぞれを担当する二つの公社が設置
されて事業の施行にあたっていくことから．実効性も担保されていると評価した。
その鉄道網については．州は不便な地域への路線拡大や郊外と郊外を結ぶ路線を建設する方
を優先的な課題としており．「大きな 8」路線には賛成していなかった。しかし 2011年．双方
の案について公聴会が設けられ．結果として国と州の間で「歴史的合意」がなされ．双方の案
を半分ずつ予算配分した路線「グラン・パリ・エクスプレス」が建設されることとなった (Orfeuil
et Weil 2012, p.81) 02¥ 
サルコジ大統領のイニシアチプによる以上のような流れは．パリを取り巻く鉄道網が中心と
なっていることに特徴があるとはいえ．グラン・パリの範囲については漠然と捉えられていた。
現在の領域が画定されたグラン・パリ大都市圏は．左派政権になって「新グラン・パリ」とし
て新たに成立したものである。次章ではそこにある連続性の意味を考えていきたい。
4. グラン・パリ大都市層の成立
第2章で見たプレーヌ・サン・ドニを構成する自治体連合に話を戻したい。この自治体連合
は．ワールドカップの誘致成功などを受け． 2000年により広い範囲で「プレーヌ・コミューン」
という都市圏共同体(13)を結成した。この組織は，元サン・ドニ市長のプラウゼックを中心と
して地元の商工会議所や労働組合と連携し．都市計画に強くかかわっていた。 2001年にパ
リ市に左派のドラノエ市長が誕生すると同様に行政域を超えた議論をパリと近郊の間で進め
るために新たに「パリ・メトロポール」が結成されることとなった (Gili2014. p.28)。行政
が集まって共有する諸問題を話し合う組織であり． 2014年の時点で関わるコミューンは 161
となっていた (Enright2016. pp.177-180)。
パリ市の左派政権が中心となったパリ・メトロポールと国の右派政権であるサルコジのグラ
ン・パリは併存していた。パリー郊外の分断を解消するという意味では共通の関心もあったが
権限をどこにおくかが異なっていた。大きくは．左派がコミューンや県を重視しているのに対
し．右派はコミューンからより上位の行政体に権限を委譲させることを考えていた。グラン・
パリ・エクスプレスなどについて協力関係を持ちつつ．パリ・メトロポールはトップダウンで
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はなく．ボトムアップの政治を求めて活動を行っていた。
しかし．国政が左派のオランド政権となった 2013年3月6日．エロー首相は「新グラン・
パリ」という表現を示す(14)。それは主に交通システムの改善についての発表であったが．そ
の後パリ地域の都市運営を一体として行うための提案となっていく (Enright2016.p.183)。
プレーヌ・コミューンなどの既存の連合体や左派議員の多くは反対に回ったが．議論の末．県
と州の中間くらいのスケールを持った組織が2014年1月27日の法によって作り出されること
となった。これが「グラン・パリ大都市圏」であり， 2016年 1月1日に正式に発足した(15)0 
大都市圏には議会があり，各コミューンの議会から議員が選出される。 131のコミューンか
ら少なくとも 1名が選出され，パリ市は3分の 1の議席を有している。この議会の議長が行政
の長となる（西村2017)。大都市圏全体はさらに 12の「領域 (territoire)」にわけられており，
これがそれぞれ地域的な問題に取り組む単位となっている。その意味では．グラン・パリ大都
市溺は左派が地方行政に求めてきた各行政の調整機関と見ることもできる。
しかし．グラン・パリ大都市圏は国と州から権限の委譲を受けており．県は存続されたもの
の．大都市固が上位におかれている。ここから西村 (2017) は現在は左派も地域間格差是正
や農村部の発展を擁護するのではなく．国際競争，経済開発．大型インフラ整備に主眼を置い
ていると指摘している（西村2017.pp.399-400)。左派のオランド政権による地方制度改革(16)は
結局のところ．国の首都圏への関与を強め，競争力を高めることを目的としていたと言える。
それは右派政権が用いた「グラン・パリ」という表現を継承したことからも読み取ることがで
きるだろう。
グラン・パリ大都市圏はパリ中心部から 12~ 15kmほどにほぽ収まっており． 2010年のグ
ラン・パリ法で科学技術の拠点とされているパリ南西のサクレーはここには人っていない。 J•I•l
とは異なる新たな領域の設定について．パリ市長のアンヌ・イダルゴは．『ユマニテj紙のイ
ンタビューに答えて，州では大きすぎまた農村部も含まれていることから．都市の空間整備
や発展の妥当性を持ったスケールとしてはグラン・パリ大都市圏が最もふさわしいとしてい
る(17)。グラン・パリ大都市圏が州や， さらにはセーヌの玄関口であるル・アーヴルヘの橋渡
しとなるのだという (L'Humanite.fr15 decembre 2016)。海に面していないパリにとってのル・
アーヴルの重要性はサルコジ時代から意識されており（鳥海2011)．ここでも右派政権との連
続性を見ることができる。
メガイベント． 2024年オリンピックと 2025年万博はここでどのような役割を果たすのだろ
うか。「グラン・パリを一緒に成功させる」ための関連省庁の大臣や事務局長を集めた委員会
の記者発表資料(18)では． これらはまさに「グラン・パリの促進剤」と位置付けられている。
この委員会にはオランド政権で経済担当大臣であった現大統領エマニュエル・マクロンもメン
バーに入っており，現在もこの位置づけは引き継がれているものと思われる。既にみたように，
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万博会場は，左派政権が作ったグラン・パリ大都市圏とは一致していない。そこから見えてく
るのは，左派政権の想像力のなかでも，グラン・パリは必ずしも法的な「大都市圏」の範囲に
はとどまっていないということである。実際のところ，同資料には「経済成長の牽引役」とし
てのグラン・パリという表現もあり，伝統的な右派政権と左派政権の方向性は，今やほぽ一致
していると言える。
おわりに
イダルゴ市長は，すでに引用したインタビューの中で．スケールをコミューンや朴1から大都
市圏に変える理由は．不平等や環境汚染との戦いのためとしている。セーヌ県からパリが切り
離されたことによって周辺自治体が財政困難に陥ったことは既に述べた。貧しい自治体の問題
解決のためにはパリと郊外が一体となった施策が必要だというのは．左派の政治家らしい指摘
に見える。
第2表イル・ド・フランスの格差 (2015)
県番号 県名など 生活標準額 貧困率（％） 30歳未満の
の中央値（€） 貧困率（％）
75 I~ リ 26430 9 16.2 17.4 
92 iオー ・ド・セー ヌ 26225 0 12.4 15.9 
93 セー ヌ・サン・ドニ 16761 5 29.0 31.1 
94 ヴァル・ド・マルヌ 21726.3 16.8 22.3 
グラン・パリ大都市圏 22174 3 18.5 20.8 
77 セー ヌ・エ・マルヌ 22338 7 11.8 17.6 
78 イヴリー ヌ 25616.4 9.7 15.2 
91 エッソンヌ 22978.0 12.9 18.6 
95 ヴァル・ドワー ズ 21001 0 1 7.1. l 21 0 
イル・ド・フランス 22638 9 15.9 19.7 
フランス大都市圏 20565.6 14.9 23.0 
出典： lnsee(Fichier Localise Social et Fiscal (FiloSoFi) -Annee 2015) 
第2表は． フランスの都市部の課税データをもとに作られた統計表からパリ市とイル・ド・
フランスの各県，グラン・パリ大都市圏，イル・ド・フランス J•I•I ，そしてフランス全体のデー
タを抜き出したものである。 92.93. 94がパリを取り巻く県でグラン・パリ大都市圏に編入
されており，残り 4県はその外側を囲んでいる（第 1図参照）。表からは．パリの西側 (92.
78)に豊かな層の居住地があり，北側 (93)が極端に貧しいことが見て取れる。 93のセーヌ・
サン・ドニ県は，海外県のマルチニークとレユニオンを除けば．フランスの県全体の中でも最
も生活標準額が低い。プレーヌ・サン・ドニの開発が進んで久しいが，それでもパリ周辺の中
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であるいはフランス全体からみても．貧困率の裔さは際立っており．課税対象者の割合も低
い。その意味では，この県がグラン・パリ大都市圏に絹入されることで投資が進み．全体とし
て所得水準が上がっていく可能性は大きい。 2024年のオリンピックにおいてもメインスタ
ジアムは FIFAワールドカップで建設されたものが用いられ．セーヌ・サン・ドニ県がもう
一度メガイベントの開発の中心となる。
しかし．第2章でみたようにそれは必ずしも現在の住民に恩恵のあるものではない可能性
がある。 FIFAワールドカップ以降に起きたことが今度は起きないとするのは楽観的すぎるだ
ろう。むしろオリンピックというメガイベントを通じて， グラン・パリ大都市圏は全体として
新たな経済圏として世界的に認知され．今まで貧しかった地域にも企業やそこで働くエリート
たちが流人してくる可能性が高い。今後この地域にもたらされる変化については．メガイベ
ントの祝祭性によって見えなくされるものの存在に注意を払いつつ評価する必要がある。
もう一つ，今後注視していくべきことがあるc Enright (2016)は，サルコジが招集した建
築家たちによる提案は．グラン・パリの「都市表象と想像世界の象徴的な再編」であったとし
ている (p.68)。それは「形の定まらない無秩序の空間で．都市風景と田園風景の間の非風景」（ベ
ルク 1990,p.151) とも評されてきた「パリ郊外」をパリと一休となったグローバル都市地
域として新たな想像力の中に置こうとするものである。その試みは現在も続いており． 2017
年の末から 2018年にかけて「グラン・パリ大都市樹を創造しよう」と題された建築コンペの
展覧会がパリで行われた(19)。55の提案募集に対し応募は 420にも上り．パリを中心とした
一帯が急速に新しくなっていく印象を世界に与えたと言える。
出版においてもその傾向はみられる。 Rustenholz(2015)による［赤い郊外からグラン・
パリヘjは，パリの近郊についてそこが貧困がまん延する殺伐とした意味のない空間などで
はなく．人々の生に満ちていたことを 19世紀から現在まで辿っている。今後．グラン・パリ
の表象がどのように変化し，新たな空間として読まれていくのかについてはそれが何を隠蔽
するのかと合わせてみていく必要があるだろう。
イダルゴ市長は同インタビューにおいて．大都市化が世界のあちこちで起きているという
のは議論の余地のない市実なのでありパリの将来はグラン・パリなのだとしている。グロー
バル化への対応において．結果として右派政権と左派政権が同様の政策判断をしていることは
重く見るべきだろう。そのような「必然」の流れへの抵抗の形を含め．研究課題は多く残され
ている。
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注
(1) Roche (2000) はメガイベントを次のように定義している。「「メガイベント」は削的な性格と大衆的
な人気そして固際的な重要性を持った大規模な文化（商業とスポーツを含む）イベントである。それ
らは典型的には国民国家の政府と国際的な非政府組織の変幻可能な結合によって組織されており．それ
ゆえに公共的な文化の「公式な」形式における重要な要素だと言いうる」 (p.l)。ここではこの定義に沿っ
てこの語を用いていく。
(2) ベンヤミン． I995. pp.337-341。
(3) 2014年4月28日の「パリジャン』紙． 2015年5月28日の『フィガロ』紙が，オリンピックより万t球
の方が市民の支持が大きいことを報じている。『パリジャン』によれば．オリンピックの方がよいとする
人々が 18%，万博は 36%．両方を誘致したい人々は 33%，両方いらないとする人々は 13％であった。
(4) メガイベントを両方行えば本論が扱う「グラン・パリ」はさらに国際的な認知を得られたと考えられ
るため．てつとも開催することが検討されていなかったとは言えない。しかし．フランスの共和主義は
健在でありそのように首都圏のみに投資が集中することに市民の支持が得られるということも現実的
ではない（［毎H新聞J2017年1月26日記事「25年万博：フランス立候補 パリ．見据える学術都市化」
も参照のこと）。
(5) ただし． このようなコミューンの連合体自体は新しいものではなく． 2012年現在で類似の組織は 2581
件あり．コミューンの 96％が参加しているという（中田 2015)。フランスでは合併するのではなく．新
しい組織を作る事によって小さなコミューンが存統している。
(6) 国家のリスケーリング論については山崎 (2012)および丸山 (2015)の整理を参照のこと。
(7) 高橋ほか紺 (1998)などを参照のこと。
(8) フランス第五共和制の大統領が自らのイニシアチプで進める文化プロジェクトを指す（荒又 2010)。
(9) 当時のサマランチ roe会長がバルセロナに有利になるよう． 1992年冬季五輪の会場を先にアルベール
ヴィルに決め．パリの選出を困難にしたとの見方もある（ポイコフ 2018.p.171)。
(10) ただし．グラン・パリという表現自体は 20世紀の初頭に既に存在しており地理学者のアルベール・
ドマンジョンが用いていたことをプランが指摘している (Blanc2010. p.72) c 
(11) 図録は LeGrand Pari (s): Consultation internationale sur J'avenir de la metropole parisienne. Le 
Moniteur. Paris. 2009.タイトルは pariに「賭け」という意味があることによる掛詞（「大きなパリ」と「大
きな賭け」）でありパリの政策ではしばしば用いられる。
(12) 2012年に誕生したオランド政権ば グラン・パリの担当に緑の党の議員であるセシル・デュフロを据
えた (Enright2016. p.146入公共交通の整備は．環境問題の改善への関心が高い人々を引き付けるもの
でもあった。
(13) 1999年のシュヴェーヌマン法によって定められた独自財源を持つ自治体連合の一つ（中田 2015)。地
域整備．経済開発．社会住宅政策都市政策などに権限を持つ。
(14) 資料は Premierministre. Le nouveau Grand Paris. 6 mars 2013. 
(15) 2014年当初から 131に決定していたのではなく．パリと近郊3県の外側については．いくつかの検討
段階を経たとみられる。たとえば 2014年9月にパリ市と州の都市計画研究所から出版された冊子にお
いてはコミューン数は 170となっておりヴェルサイユが含まれている (Missionde prefiguration de 
la metropole du Grand Paris. 2014)。
(16) 2016年1月1日から州の数も 22から 13に削減された。この新しい州制度もオランド政権の地方制度
改革による（西村2017.pp.400-401)。
(17) グラン・パリ法のなかで科学技術の牽引役とされたサクレーについても周囲の農村や[1然環境の維
持が重視されていた（林2010)。
(18) Premier ministre. Dossier de presse. Reussir ensemble le Grand Paris. Le nouveau Grand Paris. 
Comite interministriel 14 avril 2015. 
(19) 図録は Consultationinternationale : Inventons la metropole du Grand Paris (2017. Pavilion de r 
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Arsenal) として出版されているc
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Rescaling of Paris and Mega-Events: Urban Planning and Related 
Problems in the Context of Globalization and Deindustrialization 
ARAMA TA Miyo 
Urban planning in Paris, which will be the host city of the 2024 summer Olympic 
Games, is undergoing significant administrative changes. The goal was to redefine the 
administrative boundaries of Paris, particularly the limits between the city and its 
surrounding suburban towns. The metropolitan area of Paris is often called the "Grand 
Paris"; this expression was first used by the former President Nicola Sarcozy in 2007, and its 
intention has been politically regulated until the Metropole du Grand Paris was settled in 
January 2016. The meaning of the creation of unity in Paris'metropolitan area can be 
understood by reading through the locations of mega-events for which the city participated 
in the bid over the last 30 years: to promote investment to areas in which growing 
industries converge and to drive the redevelopment in poor former industrial areas. 
Members of the right and left wings met an "historical accord" in developing the suburban 
ring railway in Grand Paris: in a global sense. the issue between the two wings was that the 
right wing tried to advance the top-down urban planning to adjust the city to globalization, 
as the left wing aimed bottom-up policies for equalized development. However, the left wing' 
s policy is becoming closer to the right wing's. It also proposed the redevelopment of 
Parisian northern suburb to entice global companies. Additio叫 ly,the former President 
Frani;ois Holland formalized the idea of Grand Paris from his predecessor to create the new 
political unity. The orientation of traditional left and right have merged closer to each other. 
The actual mayor of Paris Hidalgo affirms that metropolitization is an undeniable tendency 
of the contemporary world. It is unlikely that the 2024 Olympics wil bring a profit to the 
local citizens in the region, situated in a northern suburb of Paris. France started to promote 
the new territory of Grand Paris through various architectural competitions and the Mega-
Events, but the negative effects which could result from the festivity of these events needed 
to be monitored. 
Key words: France, Grand Paris, the Olympics, Suburb, Rescaling 
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